
＊良塩くんについては7月 17日号参照

Ⓒ 2021 日本高血圧学会

血圧が高くても、自覚症状がある方、全く自覚症状がなく気づかない方と様々で、個人差があります。

自覚症状がなくても高血圧の状態が長く続くと、血管に高い圧力がかかり続け、血管が耐えきれなくなり、

詰まったり破れたりすることで体の大事な臓器を傷めます。（図１参照）

【図１】高血圧になると影響を受ける部位

＜自分の血管が傷つく前に…＞

自覚症状の有無に関わらず高血圧が続く方は、血管を守るために、まず生活習慣の見直しや改善を行い、

それでも高値の場合は服薬を検討する必要があるかもしれません。自宅での血圧を測定し、かかりつけ医

にご相談ください。

筑後市役所 健康づくり課

こんにちは、カリ菜です！
な

良塩くん*の同級生で、食べるのが大好きな女の子♡性格は、元気で
よ しお

ポジティブ。健康も大事だけど美味しさにもこだわっているよ～。

良塩くんと一緒に、いつも美味しそうな食べ物をチェックしているよ！

エコバッグをいつもぶら下げていて、美味しそうな野菜、果物、牛乳・

乳製品があると買ってもらって、持ち歩いています。

今日も健康について情報チェック！！

脳血管

脳の血管は、直角にできて

いたり、複雑に曲がってい

たりします。

太い血管から急に細い血管

になるため、血圧が高い

と、脳の血管が傷みやすい

構造になっています。

心臓(冠動脈)

心臓からの強力な圧に

さらされています。
※冠動脈は心臓の筋肉に

酸素や栄養を供給する

血管です。

腎臓

腎臓は、体内で最も血流が豊富な

臓器で、毛細血管が集まっていま

す。

そのため、血管の壁も薄く、圧が

かかりやすくなっています。

脳出血、脳梗塞、

くも膜下出血

狭心症、心筋梗塞、

心肥大、心不全

腎硬化症、腎不全


